
c o n t e n t s

先進オフィス事例 オフィスを経営の力に

三
幸
エ
ス
テ
ー
ト
の
先
進
オ
フ
ィ
ス
事
例

1. 顧客のため・従業員のため・世の中のためになるものづくりを目指して起業した
2. ESアンケートをもとに現状オフィスの課題点を抽出し、新オフィスへ反映させる
3. 移転プロジェクトチームはコンセプトがぶれるのを防ぐために少数精鋭で
4. 従業員の働きやすさを第一に考えて「シンプル」「機能性」「無駄を省く」をコンセプトに
5. さらなる従業員の満足度向上を目指して改善を続けていく

オフィスエントランス

株式会社ディライトテクノロジー

執務エリアと会議室エリアを分離して
より社員が働きやすい環境を構築した
株式会社ディライトテクノロジーは「顧客が満足する技術、望んでいるシステムを提供し、クライアントと共に
発展していくこと」を理念とするITコンサルティング会社である。ソフトウェア開発を主軸に、システム・サーバ
の構築、運用保守、エンジニア派遣業務など、幅広く業務を展開している。今回のオフィス移転では以前から
思い望んでいたオフィスが構築できたという。取材にて、新オフィスのコンセプトを中心にお話を伺った。

たんです。確かに前のオフィスに移ってきた頃よりは人も
物も増えましたが、問題となるほどの狭さではないですし。
いざとなればサテライトオフィスを導入して従業員の働き
方を変えるのもいいかもしれないと思っていました。そん
なある日、条件のいい空き物件情報を入手したのです」
　場所は慣れ親しんでいる品川区・西五反田で、広さも理
想的。オフィスのグレードアップもできる最適な物件だった。
｢当社が初めてオフィスを構えた地が五反田です。当時は
ビジネスにはあまり人気のない土地でしたが、今でも継
続して取引させていただいている企業様に行き来しやす
く、家賃も渋谷に比べて格段に安い。そのうえ交通アクセ
スも良い。それからずっと五反田におりますが、今や『五
反田バレー』と呼ばれるほど、ITベンチャー企業やスター
トアップ企業が集積する街になっています」
　そうしてオフィス移転を決断する。その後、現状オフィ
スの課題の洗い出しが行われた。
｢ESアンケートによる事務所への要望で一番多かったのが
会議室に関することでした。何しろ会議室の数が少ない。
2室しかなかったのですぐに予約で埋まってしまいます。
『打ち合わせしたくても会議室が空いてない』『TV会議で
きる場所がほしい』など、業務上、解決しなくてはならな
いレベルのものでした」
　その次に多かったのが会議室の「壁」の問題だった。
｢以前の会議室は全面壁の密室でしたので閉塞感を感じる
というものでした。特にワン・オン・ワンの面談の時など
はリラックスできないという声もあり、新オフィスでは遮音
性を保ちつつ、圧迫感がないものが求められました」
　なお、移転のための社員アンケートは特に実施しなかっ
たという。　
｢これまでESアンケートでオフィスに対する要望は出てい
ましたから。それに全員の要望を全て聞くことはできない
ため、不公平感が出るのを避けたかったのです」

移転プロジェクトチームは
コンセプトがぶれるのを防ぐために
少数精鋭で

　実際の打ち合わせに入る前に社内の移転プロジェクト
チームを発足。メンバーは、阿部社長を筆頭に総務の社員、
加えて現場代表の部門長の少数精鋭部隊とした。　
｢参加メンバーが多いと意見がバラバラになってコンセプ
トがぶれてしまう可能性があるからです。大枠のレイアウ
ト設計と細かい部分の詰め作業は私とデザイナーさんが行
い、総務の社員には私が見落とした部分を拾ってもらって。

会社設立に至ったわけです」
　創業以来、確かな技術と培ってきたノウハウを武器に顧
客の信頼を勝ち取り、変化の激しいIT業界で着実に業績
を伸ばしてきた。現在はソフトウェア開発を中心に、クラ
ウドシステムの構築、サーバ構築、システム設計、コンサ
ルティングから運用支援まで幅広く業務を展開している。
｢主軸のソフトウェア開発では、2015年に完全自社開発の
ID管理システム「D-PLAMS」の販売を開始し、一定の評価
を得ています。複数の上場企業様との継続的な取引を行っ
て経営の安定化を図りながら日々変化するお客様のニーズ
に素早く的確にサービスを提供できるよう心掛けてきまし
た。喜ばしいことに大手ITベンダー様から「ITビジネスパー
トナー」という位置づけをいただいております。しかしそ
れに甘んじることなく「お客様の満足のために」という起業
当初からの思いは、今も変わらず念頭に置いています」
　同社が「顧客満足（CS：Customer Satisfaction）」と同
等に大切にしているのが「従業員満足（ES：Employee 
Satisfaction」だ。半年に一回のESアンケート、上司面談、
社長面談、それに全社員面談は月一回行い、積極的にコ
ミュニケーションを取るようにしている。
｢私が以前からモットーとしているものに、「三方良し」とい
う近江商人の心得があるのですが、『お客様の満足』を求
めることは『従業員の満足』を求めることと同義であると考
えています。そのため、ESアンケートや面談をなるべく積
極的に行って、例えば作業過程に非効率な部分があれば
クラウドを導入するなどして効率化を図っていきたいと思
います。働く環境に問題があったら、今回の移転のように
設備投資を行って改善します。人材育成にも力を入れま
す。いずれもそれなりのコストがかかるものですが、投資
した分は最終的には返ってくると思っていますので」
　実際にESアンケートなどをもとに働き方改革を行ったと
ころ、業績は伸び続ける一方で、残業はかなり減り、離職
率も激減したという。会社に新しい人が入りやすくなり、良
い人材が集まって企業や世の中のためになる製品をつくっ
ていく。まさに「三方良し」を実現しているといえるだろう。

ESアンケートをもとに
現状オフィスの課題点を抽出し、
新オフィスへ反映させる

　オフィス移転の理由は「業務も、人員も、物も増えて手
狭になったから」。その影響で会議室不足になっていた。
同社はこれまでも同様の理由で移転を行ってきた。
｢ただ直近のESアンケートでは、『移転』を望む声はなかっ

顧客のため・従業員のため・
世の中のためになる
ものづくりを目指して起業した

｢もともと私はシステムエンジニアで、お客様のご要望を
もとにシステム設計を行っていました。主にパッケージ製
品や既存の製品を組み合わせてシステム提案しておりまし
たが、それだけではある程度のカスタマイズはできるもの
の、お客様のニーズに完全にマッチさせることは難しい。
それならば、お客様の要望を100％組み入れることができ
るソフトウェア開発をしよう、フルオーダーメイドのソフト
ウェアを開発する会社を創ろう――こうした思いが高じて
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｢以前は執務室の奥に会議室を配していたため、社外の
方と打ち合わせをする場合は執務室を通って会議室まで
お連れすることになります。これでは社員が落ち着いて仕
事ができるはずがありません。これらの問題を解消できる
のが執務エリアと会議室エリアの分離だと思っていました」
　新オフィスは、エレベーターホールを挟んで左側に60
坪のエリア、右側に110坪の区分けとなっている。会議室
としては少々広めだが、左を会議室エリアとし右を執務エ
リアとしてレイアウトを組み立てた。
｢会議室エリアを新設。部屋数も5室に増やしました。会
議室エリアはデザイナーさんのアイデアで、その中央に広
めのオープンスペースをつくりました。一見、コンセプト
の一つである「無駄を省く」と一致していないように見えま
すが、「無駄」ではなく「余裕を見せる」スペースなのです。
会議室のそれぞれの部屋はしっかりとした壁をつくっても
らいましたが、オープンスペースを置くことで、遮音性を
保ちながら圧迫感を感じさせない会議室エリアが実現でき
ました」
　社員もリラックスできて顧客からも居心地が良いと大評
判だという。双方がリラックスして打ち合わせや会議がはか
どるならば、それは機能性が高まったと断言できるだろう。
｢プロジェクター投影に適した会議室もつくりました。これ
も以前から要望があったのですが、プロジェクターを使用
する時に真っ暗になるので参加者の顔も見えず会議がやり
にくいと。そこでプロジェクターのスクリーン周辺に新しく
照明を設置。座席はさほど暗くならないため参加者の表
情もわかり、手元の資料も読めるようになりました」
　執務室エリアに今回新たに設置したのがストックエリアだ。
｢旧オフィスのときから、資料や商品などが雑然と置かれて

部門長には現場のメンバーとして働きやすさのチェックを
してもらいました」
　内装デザイン会社はオフィス仲介を担当した三幸エス
テートからの紹介だった。
｢最初のフェーズは移転コンセプトを決めていく作業になり
ます。数名の社員が対象になってのヒアリングだったので
すが、オフィスのことだけでなく、社員のこと、働き方に
ついて、会社の将来展望といった細かい部分にも時間を
かけて。結果としてこちらの意を汲んだコンセプトに落と
し込んでいただきました」
　進行していく中で、どうしても途中で変更が発生してし
まう場合もあったが臨機応変に対応して工期が遅れること
はなかったという。
｢会議室の天井の一部が配管のため低くなっており、デザ
イナーさんからそこが気になっていると指摘いただいたと
きのことです。当初は普通の会議用の机を採用する予定
だったのですが、それだと天井がとても近く感じて圧迫感
があったため、全体の設計を見直していただきました。
全体のテイストを変更したため絨毯や壁の色、照明といっ
たところも大きく変更したんです。それにもかかわらず大
変素早く対応していただきました」

従業員の働きやすさを第一に考えて
「シンプル」「機能性」「無駄を省く」を
コンセプトに

　新オフィスのコンセプトは「シンプル」「機能性」「無駄を
省く」に決定した。旧オフィスで最も課題の多かった会議
室はコンセプトに基づいて大きく改善された。

3.

ての先行投資という面を持っています。そして共に働きや
すさの向上やグレードの高いオフィスの構築を目指してい
く。それを続けることで生まれる全社員との一体感を大事
にしていきたいですね」

いてちょっと汚いと感じていたんです。それをデザイナーさ
んに伝えるとストックエリアのアイデアをいただきました。
そこは今すぐに使わない備品や在庫、資料類を保管する
スペースです。実際にできあがったオフィスを見ると、そ
こにあるのは机と椅子だけ。ずいぶんすっきりしましたね」
｢執務エリアの扉はカードキーでの出入りが煩わしいので
開放としました。ただそのままですとエレベーターホール
から丸見えになってしまうので入り口に仕切り壁を置いて。
外部から中が一切見えないようにしています。従業員も集
中して業務を行うことができていますね」

さらなる従業員の満足度向上を
目指して改善を続けていく

　移転直後の社員アンケートは概ね好評。阿部社長として
も要望がすべて叶ったので「100点満点」だったと語る。し
かし日数が経過していく中で、いくつかの使い勝手の悪さ
や無駄な部分に気づくようになったという。
｢数を大幅に増やした会議室ですが、実はもうすでに予約
が一杯で部屋が確保しにくくなっています。以前のオフィ
スと違ってフリースペースを活用できますので当面はこの
ままでいいと思いますが、ESアンケートなどで新たな課題
が生じるようなことがあれば改善方法を探っていきたいと
思っています」
　オフィス移転は時間もコストも体力も消費して大変な労
力となる。しかし今後の事業拡大の状況によっては、時期
にこだわることなくオフィス計画を検討していくと語る。
｢オフィス移転やリニューアル計画というのは従業員に対し阿部 嘉明 氏

株式会社ディライトテクノロジー
代表取締役社長
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たんです。確かに前のオフィスに移ってきた頃よりは人も
物も増えましたが、問題となるほどの狭さではないですし。
いざとなればサテライトオフィスを導入して従業員の働き
方を変えるのもいいかもしれないと思っていました。そん
なある日、条件のいい空き物件情報を入手したのです」
　場所は慣れ親しんでいる品川区・西五反田で、広さも理
想的。オフィスのグレードアップもできる最適な物件だった。
｢当社が初めてオフィスを構えた地が五反田です。当時は
ビジネスにはあまり人気のない土地でしたが、今でも継
続して取引させていただいている企業様に行き来しやす
く、家賃も渋谷に比べて格段に安い。そのうえ交通アクセ
スも良い。それからずっと五反田におりますが、今や『五
反田バレー』と呼ばれるほど、ITベンチャー企業やスター
トアップ企業が集積する街になっています」
　そうしてオフィス移転を決断する。その後、現状オフィ
スの課題の洗い出しが行われた。
｢ESアンケートによる事務所への要望で一番多かったのが
会議室に関することでした。何しろ会議室の数が少ない。
2室しかなかったのですぐに予約で埋まってしまいます。
『打ち合わせしたくても会議室が空いてない』『TV会議で
きる場所がほしい』など、業務上、解決しなくてはならな
いレベルのものでした」
　その次に多かったのが会議室の「壁」の問題だった。
｢以前の会議室は全面壁の密室でしたので閉塞感を感じる
というものでした。特にワン・オン・ワンの面談の時など
はリラックスできないという声もあり、新オフィスでは遮音
性を保ちつつ、圧迫感がないものが求められました」
　なお、移転のための社員アンケートは特に実施しなかっ
たという。　
｢これまでESアンケートでオフィスに対する要望は出てい
ましたから。それに全員の要望を全て聞くことはできない
ため、不公平感が出るのを避けたかったのです」

移転プロジェクトチームは
コンセプトがぶれるのを防ぐために
少数精鋭で

　実際の打ち合わせに入る前に社内の移転プロジェクト
チームを発足。メンバーは、阿部社長を筆頭に総務の社員、
加えて現場代表の部門長の少数精鋭部隊とした。　
｢参加メンバーが多いと意見がバラバラになってコンセプ
トがぶれてしまう可能性があるからです。大枠のレイアウ
ト設計と細かい部分の詰め作業は私とデザイナーさんが行
い、総務の社員には私が見落とした部分を拾ってもらって。

会社設立に至ったわけです」
　創業以来、確かな技術と培ってきたノウハウを武器に顧
客の信頼を勝ち取り、変化の激しいIT業界で着実に業績
を伸ばしてきた。現在はソフトウェア開発を中心に、クラ
ウドシステムの構築、サーバ構築、システム設計、コンサ
ルティングから運用支援まで幅広く業務を展開している。
｢主軸のソフトウェア開発では、2015年に完全自社開発の
ID管理システム「D-PLAMS」の販売を開始し、一定の評価
を得ています。複数の上場企業様との継続的な取引を行っ
て経営の安定化を図りながら日々変化するお客様のニーズ
に素早く的確にサービスを提供できるよう心掛けてきまし
た。喜ばしいことに大手ITベンダー様から「ITビジネスパー
トナー」という位置づけをいただいております。しかしそ
れに甘んじることなく「お客様の満足のために」という起業
当初からの思いは、今も変わらず念頭に置いています」
　同社が「顧客満足（CS：Customer Satisfaction）」と同
等に大切にしているのが「従業員満足（ES：Employee 
Satisfaction」だ。半年に一回のESアンケート、上司面談、
社長面談、それに全社員面談は月一回行い、積極的にコ
ミュニケーションを取るようにしている。
｢私が以前からモットーとしているものに、「三方良し」とい
う近江商人の心得があるのですが、『お客様の満足』を求
めることは『従業員の満足』を求めることと同義であると考
えています。そのため、ESアンケートや面談をなるべく積
極的に行って、例えば作業過程に非効率な部分があれば
クラウドを導入するなどして効率化を図っていきたいと思
います。働く環境に問題があったら、今回の移転のように
設備投資を行って改善します。人材育成にも力を入れま
す。いずれもそれなりのコストがかかるものですが、投資
した分は最終的には返ってくると思っていますので」
　実際にESアンケートなどをもとに働き方改革を行ったと
ころ、業績は伸び続ける一方で、残業はかなり減り、離職
率も激減したという。会社に新しい人が入りやすくなり、良
い人材が集まって企業や世の中のためになる製品をつくっ
ていく。まさに「三方良し」を実現しているといえるだろう。

ESアンケートをもとに
現状オフィスの課題点を抽出し、
新オフィスへ反映させる

　オフィス移転の理由は「業務も、人員も、物も増えて手
狭になったから」。その影響で会議室不足になっていた。
同社はこれまでも同様の理由で移転を行ってきた。
｢ただ直近のESアンケートでは、『移転』を望む声はなかっ
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ものづくりを目指して起業した

｢もともと私はシステムエンジニアで、お客様のご要望を
もとにシステム設計を行っていました。主にパッケージ製
品や既存の製品を組み合わせてシステム提案しておりまし
たが、それだけではある程度のカスタマイズはできるもの
の、お客様のニーズに完全にマッチさせることは難しい。
それならば、お客様の要望を100％組み入れることができ
るソフトウェア開発をしよう、フルオーダーメイドのソフト
ウェアを開発する会社を創ろう――こうした思いが高じて

｢以前は執務室の奥に会議室を配していたため、社外の
方と打ち合わせをする場合は執務室を通って会議室まで
お連れすることになります。これでは社員が落ち着いて仕
事ができるはずがありません。これらの問題を解消できる
のが執務エリアと会議室エリアの分離だと思っていました」
　新オフィスは、エレベーターホールを挟んで左側に60
坪のエリア、右側に110坪の区分けとなっている。会議室
としては少々広めだが、左を会議室エリアとし右を執務エ
リアとしてレイアウトを組み立てた。
｢会議室エリアを新設。部屋数も5室に増やしました。会
議室エリアはデザイナーさんのアイデアで、その中央に広
めのオープンスペースをつくりました。一見、コンセプト
の一つである「無駄を省く」と一致していないように見えま
すが、「無駄」ではなく「余裕を見せる」スペースなのです。
会議室のそれぞれの部屋はしっかりとした壁をつくっても
らいましたが、オープンスペースを置くことで、遮音性を
保ちながら圧迫感を感じさせない会議室エリアが実現でき
ました」
　社員もリラックスできて顧客からも居心地が良いと大評
判だという。双方がリラックスして打ち合わせや会議がはか
どるならば、それは機能性が高まったと断言できるだろう。
｢プロジェクター投影に適した会議室もつくりました。これ
も以前から要望があったのですが、プロジェクターを使用
する時に真っ暗になるので参加者の顔も見えず会議がやり
にくいと。そこでプロジェクターのスクリーン周辺に新しく
照明を設置。座席はさほど暗くならないため参加者の表
情もわかり、手元の資料も読めるようになりました」
　執務室エリアに今回新たに設置したのがストックエリアだ。
｢旧オフィスのときから、資料や商品などが雑然と置かれて

部門長には現場のメンバーとして働きやすさのチェックを
してもらいました」
　内装デザイン会社はオフィス仲介を担当した三幸エス
テートからの紹介だった。
｢最初のフェーズは移転コンセプトを決めていく作業になり
ます。数名の社員が対象になってのヒアリングだったので
すが、オフィスのことだけでなく、社員のこと、働き方に
ついて、会社の将来展望といった細かい部分にも時間を
かけて。結果としてこちらの意を汲んだコンセプトに落と
し込んでいただきました」
　進行していく中で、どうしても途中で変更が発生してし
まう場合もあったが臨機応変に対応して工期が遅れること
はなかったという。
｢会議室の天井の一部が配管のため低くなっており、デザ
イナーさんからそこが気になっていると指摘いただいたと
きのことです。当初は普通の会議用の机を採用する予定
だったのですが、それだと天井がとても近く感じて圧迫感
があったため、全体の設計を見直していただきました。
全体のテイストを変更したため絨毯や壁の色、照明といっ
たところも大きく変更したんです。それにもかかわらず大
変素早く対応していただきました」

従業員の働きやすさを第一に考えて
「シンプル」「機能性」「無駄を省く」を
コンセプトに

　新オフィスのコンセプトは「シンプル」「機能性」「無駄を
省く」に決定した。旧オフィスで最も課題の多かった会議
室はコンセプトに基づいて大きく改善された。

ての先行投資という面を持っています。そして共に働きや
すさの向上やグレードの高いオフィスの構築を目指してい
く。それを続けることで生まれる全社員との一体感を大事
にしていきたいですね」

いてちょっと汚いと感じていたんです。それをデザイナーさ
んに伝えるとストックエリアのアイデアをいただきました。
そこは今すぐに使わない備品や在庫、資料類を保管する
スペースです。実際にできあがったオフィスを見ると、そ
こにあるのは机と椅子だけ。ずいぶんすっきりしましたね」
｢執務エリアの扉はカードキーでの出入りが煩わしいので
開放としました。ただそのままですとエレベーターホール
から丸見えになってしまうので入り口に仕切り壁を置いて。
外部から中が一切見えないようにしています。従業員も集
中して業務を行うことができていますね」

さらなる従業員の満足度向上を
目指して改善を続けていく

　移転直後の社員アンケートは概ね好評。阿部社長として
も要望がすべて叶ったので「100点満点」だったと語る。し
かし日数が経過していく中で、いくつかの使い勝手の悪さ
や無駄な部分に気づくようになったという。
｢数を大幅に増やした会議室ですが、実はもうすでに予約
が一杯で部屋が確保しにくくなっています。以前のオフィ
スと違ってフリースペースを活用できますので当面はこの
ままでいいと思いますが、ESアンケートなどで新たな課題
が生じるようなことがあれば改善方法を探っていきたいと
思っています」
　オフィス移転は時間もコストも体力も消費して大変な労
力となる。しかし今後の事業拡大の状況によっては、時期
にこだわることなくオフィス計画を検討していくと語る。
｢オフィス移転やリニューアル計画というのは従業員に対し
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執務エリア内クイックスペース

執務エリア全景

会議室1

オープンスペース

会議室3会議室2

プロジェクター投影に適した会議室

会議室エリア内のソロスペース


